
接種の実務

・窓口に来た接種希望者の接種券と予診票を確認し、それぞれに記載された氏名等と、本人確認書類（マイナン
バーカード、運転免許証、被保険者証等）の内容を確認し、本人確認を行う。

・接種希望者は、原則、住民票所在地の市町村において接種を受けることになる。
※基礎疾患を有する者がかかりつけ医で接種する場合等、一定の場合には他市町村でも接種できる。
※その他市町村の判断により、他市町村の住民の接種を受け入れている場合もある。
※近接する複数市町村で一体となって接種体制を構築する場合は、同一市町村とみなす。

受付

・接種を行う前に、問診、検温等の診察を行い、予防接種を受けることが適当でない者又は予防接種の判断を
行うに際して注意を要する者に該当するか否かを調べる。

予診

・予診票及び予防接種済証に、ワクチン名・ロット番号のシールを貼付する。シール紙の接種券の場合は、接種
券も貼付する。
※接種券一体型予診票の場合は、貼付作業は不要
※母子健康手帳にワクチンシールを貼付し、接種年月日等を記載することにより、予防接種済証にかえることができる。
（未就学児は、母子健康手帳への記載が必須となるため要注意。）

・予診票の写し（コピー）を医療機関において保管する。

・接種が終わった後、アナフィラキシーや血管迷走神経反射等の症状が生じることがあるため、接種後に接種会
場において一定期間観察を行う。

接種後



予防接種法による新型コロナワクチンの接種

対象者
 12歳以上の方

接種回数・接種間隔
 18日以上の間隔をおいて、原則20日の間隔をおいて２回接種
 １回目の接種から間隔が20日を超えた場合はできるだけ速やかに２回目
の接種を実施

 前後に他の予防接種を行う場合は、原則として13日以上の間隔をおく
 他の予防接種との同時接種は行わない

接種方法
 1.8ミリリットルの生理食塩液で希釈し、筋肉内に注射する
 接種量は、毎回0.3ミリリットル
 通常、三角筋に筋肉内接種。静脈内、皮内、皮下への接種は行わない

【ファイザー社（12歳以上用）の新型コロナワクチン】初回接種（１回目・２回目）



予防接種法による新型コロナワクチンの接種

対象者
 18歳以上の方

接種回数・接種間隔
 ２回目接種を完了した日から、一定の期間が経過した方

 前後に他の予防接種を行う場合は、原則として13日以上の間隔をおく
 他の予防接種との同時接種は行わない

 接種方法
 1.8ミリリットルの生理食塩液で希釈し、筋肉内に注射する
 接種量は、0.3ミリリットル
 通常、三角筋に筋肉内接種。静脈内、皮内、皮下への接種は行わない

【ファイザー社（12歳以上用）の新型コロナワクチン】追加接種（３回目）

対象 2021年12月～ 2022年２月 2022年３月～

医療従事者等や高齢者施設等の入所者等 ６か月

その他の高齢者（65歳以上の方） ８か月 ７か月 ６か月

64歳以下の方 ８か月 ７か月



予防接種法による新型コロナワクチンの接種

対象者
 12歳以上の方

接種回数・接種間隔
 20日以上の間隔をおいて、原則27日の間隔をおいて２回接種
 １回目の接種から間隔が27日を超えた場合はできるだけ速やかに２回目
の接種を実施

 前後に他の予防接種を行う場合は、原則として13日以上の間隔をおく
 他の予防接種との同時接種は行わない

接種方法
 筋肉内に注射する
 接種量は、毎回0.5ミリリットル
 通常、三角筋に筋肉内接種。静脈内、皮内、皮下への接種は行わない

【武田／モデルナ社の新型コロナワクチン】初回接種（１回目・２回目）



予防接種法による新型コロナワクチンの接種

対象者
 18歳以上の方

接種回数・接種間隔
 ２回目接種を完了した日から、一定の期間が経過した方

 前後に他の予防接種を行う場合は、原則として13日以上の間隔をおく
 他の予防接種との同時接種は行わない

接種方法
 筋肉内に注射する
 接種量は、0.25ミリリットル
 通常、三角筋に筋肉内接種。静脈内、皮内、皮下への接種は行わない

【武田／モデルナ社の新型コロナワクチン】追加接種（３回目）

対象 2021年12月～ 2022年２月 2022年３月～

医療従事者等や高齢者施設等の入所者等 ６か月

その他の高齢者（65歳以上の方） ８か月 ７か月 ６か月

64歳以下の方 ８か月 ７か月



予防接種法による新型コロナワクチンの接種

対象者
 40歳以上の方（必要がある場合（※）は、18歳以上40歳未満への接種も可能）

（※）対象者が他の新型コロナワクチンではなく特にアストラゼネカ社ワクチンの接種を希望する場合
他の新型コロナワクチンの流通停止等、緊急の必要がある場合

接種回数・接種間隔
 27日以上の間隔をおいて、原則27日から83日までの間隔をおいて２回接種
（最大の効果を得るためには55日以上の間隔をおいて接種）

 １回目の接種から間隔が83日を超えた場合はできるだけ速やかに２回目の接
種を実施

 前後に他の予防接種を行う場合は、原則として13日以上の間隔をおく
 他の予防接種との同時接種は行わない

接種方法
 筋肉内に注射する
 接種量は、毎回0.5ミリリットル
 通常、三角筋に筋肉内接種。静脈内、皮内、皮下への接種は行わない

【アストラゼネカ社の新型コロナワクチン】初回接種（１回目・２回目）のみ



予防接種法による新型コロナワクチンの接種

対象者
 ５歳以上11歳以下の方

接種回数・接種間隔
 18日以上の間隔をおいて、原則20日の間隔をおいて２回接種
 １回目の接種から間隔が20日を超えた場合はできるだけ速やかに２回目
の接種を実施

 前後に他の予防接種を行う場合は、原則として13日以上の間隔をおく
 他の予防接種との同時接種は行わない

接種方法
 1.3ミリリットルの生理食塩液で希釈し、筋肉内に注射する
 接種量は、毎回0.2ミリリットル
 通常、三角筋に筋肉内接種。静脈内、皮内、皮下への接種は行わない

【ファイザー社（５～11歳用）の新型コロナワクチン】初回接種（１回目・２回目）のみ



（参考）予防接種行政における「○日（以上）の間隔をおいて」の意味について

 予防接種行政における省令や通知等では、複数回接種が必要な場合に、その接種間隔を「○日（以上）の間隔をお
いて」と表現している。

 これは「接種日と次の接種日の間に○日の日数をおく」（いわゆる「中○日空ける」）を意味している。

日 月 火 水 木 金 土

１
接種
1回目

２

①

３

②

４

③

５

④

６

⑤

７

⑥

８

⑦

９

⑧

１０

⑨

１１
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１２

⑪
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⑫
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⑬

１５

⑭

１６

⑮

１７

⑯

１８

⑰

１９

⑱

２０

⑲

２１

⑳

２２

接種
2回目

２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

日 月 火 水 木 金 土

１

Ａ
予防接種

２

①

３

②

４

③

５

④

６

⑤

７

⑥

８

⑦

９

⑧

１０

⑨

１１

⑩

１２

⑪

１３

⑫

１４

⑬

１５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

例１：ファイザー社ワクチンを20日の間隔をおいて２回接種
とは、

例２：異なるワクチンを13日以上の間隔をおいて接種とは、

３週間後の同じ曜日に接種、との意味 ２週間後の同じ曜日以降に接種、との意味

（Ｂ予防接種は15日以降に接種する）



（参考）アストラゼネカ社の新型コロナワクチンの接種時期のイメージ

 標準的には27日から83日までの間隔をおいて２回筋肉注射

 1回目から間隔が83日を超えた場合はできるだけ速やかに2回目を実施

 最大の効果を得るためには55日以上の間隔をもって接種することが望ましいことに留意すること

9月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 29 28 29 30

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

１
回
目

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

10月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

11月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 88 89 90 91

例１：アストラゼネカ社ワクチンを27日から83日までの間隔をおいて２回接種とは、

４週間後の同じ曜日から12週間後の同じ曜日の間に接種、との意味

（望ましい２回目の接種時期） （できるだけ速やかに）

（標準的な接種時期）



（参考）予防接種行政における「８か月以上の間隔をおいて」の意味について

「８か月以上の間隔をおいて」とする場合は、２回目接種を行った日から８か月後の同日から接種可能である（例１）と考え、

８か月後に同日がない場合は、その翌月の１日から接種可能である（例２）と考える。

日 月 火 水 木 金 土

１
接種
２回目

２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０

接種
２回目

例１：６月1日に新型コロナワクチンの２回目の接種をした場合

⇒ ２月１日から追加接種を受けることができる

例２：６月30日に新型コロナワクチンの２回目の接種をした場合

⇒ ３月１日から３回目の接種を受けることができる

日 月 火 水 木 金 土

１
接種
可能

２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ 翌月１日

接種
可能

８か月後に同じ日がある

８か月後に同じ日がない

例１

例２



接種不適当者と接種要注意者

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種については、以下の者を接種不適当者（予診の結果これらの者に該当すると認められるときは、
接種を行わない）とする。

①当該予防接種に相当する予防接種を受けたことのある者で当該予防接種を行う必要がないと認められるもの

②明らかな発熱を呈している者

③重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな者

④当該疾病に係る予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシーを呈したことがあることが明らかな者

⑤アストラゼネカ社ワクチンを使用する場合にあっては、新型コロナウイルス感染症に係る予防接種を受けた後に血栓症（血栓塞栓症を

含む。）（血小板減少症を伴うものに限る。）を発症したことがある者及び毛細血管漏出症候群の既往歴のあることが明らかな者

⑥上記に該当する者のほか、予防接種を行うことが不適当な状態にある者

接種不適当者

【接種要注意者】（接種の判断を行うに際して注意を要する者）
 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を有する者
 予防接種で接種後２日以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状を呈したことがある者
 過去にけいれんの既往のある者
 過去に免疫不全の診断がされている者及び近親者に先天性免疫不全症の者がいる者
 接種しようとする接種液の成分に対してアレルギーを呈するおそれのある者
 バイアルのゴム栓に乾燥天然ゴム（ラテックス）が含まれている製剤を使用する際の、ラテックス過敏症のある者

（ファイザー社ワクチンはラテックスを使用していない）

※「基礎疾患を有する者」に関し、抗凝固療法を受けている者、血小板減少症又は凝固障害を有する者については、接
種後に出血又は挫傷があらわれることがあり、接種要注意者に該当することに留意。

接種要注意者



その他の注意事項

 基礎疾患を有する者等については十分な予診を行い、基礎疾患の状況が悪化している場
合や全身状態が悪い者等については、接種の延期を含め、特に慎重に予防接種の適否を
判断する必要があること。

 接種後にアナフィラキシーを呈することがあるため、接種後少なくとも15分間は被接
種者の状態を観察する必要があること。また、過去にアナフィラキシーを含む重いア
レルギー症状を引き起こしたことがある者については、接種後30分程度、状態の観察
をする必要があること。

 接種後に血管迷走神経反射として失神があらわれることがあるため、過去に採血等で
気分が悪くなったり、失神等を起こしたことがある者については、接種後30分程度、
体重を預けられるような場所で座らせるなどした上で、なるべく立ち上がらないよう
に指導し、被接種者の状態を観察する必要があること。なお、予診の結果等から血管
迷走神経反射による失神が生じる可能性が高いと考えられる者については、ベッド等
に横たわらせて接種するといった予防策も考えられること。

接種の判断

接種後の観察



 令和３年１２月１日から新しい予診票を使用する。

予診票

新１・２回目用予診票 追加接種用予診票

(１・２回目用)

1

（１・２回目用）
と明示

接種回数に応じ、
「１」または
「２」が印字

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

（追加接種用）
と明示

「３」
が印字

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


旧様式 新様式

質問項目を削除

プレプリントの場合がある

チェック欄を追加

質問の改定

（参考）2021年12月以前のものからの変更点



予診における留意点についての分かりやすい資料の提供

現場で予診を行う医師や、予診票の確認等に従事する職員等に予診時に参考にしていただけるよう、自治体向けに

「新型コロナワクチン 予診票の確認のポイント 」 を公表している。

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


（参考）「予診票の確認のポイント Ve r 3 . 0」（令和３年８月1 3日版）より抜粋

確認のポイント

接種するワクチンの成分に対し、重度の過敏症の既往のある人は、接種不適当者に該当します。

１回目の接種でアナフィラキシーを起こした人は、２回目の接種はできません。

食物アレルギー、気管支喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎（花粉症含む）、蕁麻疹、アレルギー体質等だけでは、
接種不適当者にはならず、接種するワクチンの成分に関係のないものに対するアレルギーを持つ方も接種は可能です。

ただし、即時型のアレルギー反応の既往がある人は、接種要注意者として、接種後30分間の経過観察をします。

10 薬や食品などで、重いアレルギー症状（アナフィラキシーなど）を起こしたことがありますか。

（解説）
ファイザー社のワクチンと武田/モデルナ社のワクチンに含まれるポリエチレングリコールや、アストラゼネカ社のワクチンに含まれており、ポ

リエチレングリコールとの交差反応性が懸念されているポリソルベートを含む医薬品については、医薬品医療機器総合機構（ PMDA ）のホーム
ページ で検索することができます。また、ポリエチレングリコールは、大腸の検査をする時に用いる腸管洗浄剤、医薬品・医薬品添加物、ヘアケ
ア製品、スキンケア製品、洗剤など、さまざまな用途に使用されています。ポリソルベートは既存のワクチン（ 11 参照）等の医薬品の他、乳化
剤として様々な食品に用いられています。
ポリエチレングリコールに対して重度の過敏症の既往が明らかな方は、ファイザー社のワクチンと武田/モデルナ社のワクチンの接種不適当者に

該当します。ポリソルベートに対して重度の過敏症の既往が明らかな方は、アストラゼネカ社のワクチンの接種不適当者に該当します。
また、ポリソルベートに対して重度の過敏症の既往がある方へのファイザー社のワクチン又は武田/モデルナ社のワクチンの接種や、ポリエチレ

ングリコールに対して重度の過敏症の既往がある方へのアストラゼネカ社のワクチンの接種のように、交差反応性が懸念される添加剤を含むワク
チンを接種する場合、専門医による適切な評価とアナフィラキシーなどの重度の過敏症発症時の十分な対応ができる体制のもとで行うことが望ま
しいとされています。
なお、ポリエチレングリコールやポリソルベートを含む医薬品・製品は非常に多数存在するとともに、こうした医薬品・製品には他の成分も含

まれていることから、実際には原因の特定に繋がらないことも多いと考えられます。そのため、様々なアレルギー歴について丁寧に聴取し、原因
の特定に至っていない場合も含め、過去に何らかの医薬品や食品などで重いアレルギー症状を起こしたことがある方に対しては、十分注意をして
接種の判断を行うとともに、接種後は30 分間の経過観察を行います。
ファイザー社のワクチン、武田/モデルナ社、アストラゼネカ社のワクチンのバイアルストッパーはいずれも天然ゴムラテックスで作られていな

いため、ラテックスアレルギーのある人にもワクチン接種は可能です。また、卵やゼラチンも含まれていないため、これらの物質にアレルギーの
ある人もワクチン接種は可能です。
これまでの予防接種で具合が悪くなった方については、11もご参照ください。

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

https://www.pmda.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


新型コロナワクチン予防接種についての説明書

厚生労働省ホームページ「新型コロナワクチンの予診票・説明書・情報提供資材」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html

以下の説明書を準備しています。

• ファイザー社ワクチン（初回
接種用）

• ファイザー社ワクチン（初回
接種用）（保護者向け）

• ファイザー社ワクチン（追加
接種用）

• ファイザー社ワクチン（５～
11歳用）

• 武田／モデルナ社ワクチン
（初回接種用）

• 武田／モデルナ社ワクチン
（初回接種用）（保護者向
け）

• 武田／モデルナ社ワクチン
（追加接種用）

• アストラゼネカ社ワクチン

説明書の例

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_yoshinhyouetc.html


安全な接種に向けた取組

 研究班（※）において新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種を安全に行うための注意点やポイントにつ
いて解説した動画を作成し、Youtubeの厚生労働省公式チャンネルで公開している。

 あわせて、要点をまとめたリーフレットも作成し、厚生労働省ホームページにおいて公開している。

※厚生労働行政推進調査事業費補助金“新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業”「ワクチンの有効性・安全性と効果的適用に関する疫学研究」

動画
（https://www.youtube.com/watch?v=rcEVMi2OtCY）

リーフレット
（https://www.mhlw.go.jp/content/000764700.pdf）

厚生労働省新型コロナワクチンホームページでは、
医療機関向けのお知らせ＞接種の実施 接種の進め方の関連資料に掲載しています。

医療従事者のための新型コロナウイルスワクチンを
安全に接種するための注意とポイント

https://www.youtube.com/watch?v=rcEVMi2OtCY
https://www.mhlw.go.jp/content/000764700.pdf


接種券一体型予診票 被接種者が持参する接種済証 接種記録書

（被接種者が持参を忘れた場合に医療機関が交付）

予診票の取扱い ～接種券一体型予診票の場合～

製品名

製造番号：XXXXXX
最終有効年月日：20XX/XX/XX
製造販売：メーカー名

Ｑ Ｒ
コード

製品名
メーカー名

製造番号：XXXXXX

最終有効年月日：20XX/XX/XX

メーカーが提供する

シールのイメージ

② 予診票に、接種量、接種場所、医師名、医療機関コード、接種年月日を記入

③ 予診票に貼付

④ 接種済証に貼付
（被接種者が持参を忘れた場合には接種記録書に貼付）

⑤ 予診票のコピー又は控えを医療機関において保管

氏名等は
被接種者が記入

① 時間外又は休日に接種を行った場合は、該当部分を塗りつぶす
時間外の場合は、受付時間を記入する



予診票の取扱い ～接種券と接種済証が一体となったシール紙の接種券の場合～

製品名

製造番号：XXXXXX
最終有効年月日：20XX/XX/XX
製造販売：メーカー名

Ｑ Ｒ
コード

製品名
メーカー名

製造番号：XXXXXX

最終有効年月日：20XX/XX/XX

メーカーが提供する

シールのイメージ

② 予診票に、接種量、接種場所、医師名、医療機関コード、接種年月日を記入

③ 予診票に貼付

⑤ 接種済証に貼付

⑥ 予診票のコピー又は控えを医療機関において保管

① 時間外又は休日に接種を行った場合は、該当部分を塗りつぶす
時間外の場合は、受付時間を記入する

④ 予診票に接種券を貼付

予診票 被接種者が持参する接種券（兼）接種済証

1


